
No．329

／、～『1

国21

16剛
編集と発行　白石市役所総務課・宮城県白石市字桜小路35・・印刷　鈴木印刷所

’
麿
7

。
’

　　　ノ　　　　　難
』マ［鷺

　　　　　　　　　　　　　　　。ノ、イ、ぎ護しま才吾を向し、て』』．。」

　　就学蔚遭建，康診断
　　　　　　　　　　　　　　　（11月13日　白二小）

躍騒1蝦rl蟹、1、葉

　　　　　　　　　　　　ケ　　のき な　　
欝鑑鑑r需鍵：lllr：』：目娼

霧讐堅蒲献馳，う配1郷



第9回白石市交通安全市民大会開かる

交通事故のない明るく住みよいふるさとづくり

　
白
石
市
で
は
、
「
交
通
事
故
の
な
い
、

明
る
，
、
住
み
よ
い
・
、
炉
る
さ
と
づ
く
り
」

を
願
い
、
十
一
月
十
九
日
、
中
央
公

民
館
に
お
い
て
”
第
9
回
白
石
市
交

通
安
全
市
民
大
会
り
を
開
催
し
ま
し

た
．
『
．

　
大
会
に
は
、
市
内
の
老
八
ヶ
ラ
フ

や
交
通
安
全
母
の
会
、
交
通
指
導
隊

員
な
ど
各
団
体
を
は
じ
め
多
数
の
市

民
が
参
加
し
、
冒
頭
、
交
通
事
故
で

亡
く
な
っ
た
ヘ
ヘ
の
黙
と
う
を
さ
さ

げ
ま
し
た
。

　
交
通
安
全
に
功
労
の
あ
っ
た
十
一

名
の
方
や
の
表
彰
の
あ
と
、
川
井
市

長
が
「
交
通
事
故
は
市
民
総
で
る
み

で
根
絶
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

　
　
　
　
　
’

第9回自鎧磁贈聡

あ
い
き
つ
。
来
賓
の
祝
辞
に
続
き
、

白
石
署
の
伊
藤
署
長
が
管
内
の
交
通

事
故
の
実
態
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
警
交
通
部
の
長
谷
川
洋
部

長
が
「
交
通
安
金
に
つ
い
て
」
の
テ

ー
マ
で
講
演
し
ま
し
た
．
、

　
最
後
に
、
交
通
事
故
の
根
絶
を
め

ざ
し
、
高
子
明
子
さ
ん
〔
交
通
安
盆

母
の
会
）
が
飲
酒
運
転
や
フ
、
ピ
ー
ド

違
反
な
ど
の
追
放
を
呼
び
掛
け
る
大

会
宣
言
を
読
み
あ
げ
、
参
加
者
た
ち

は
、
「
交
通
安
全
は
茶
の
間
か
ら
」
を

モ
．
ト
ー
に
市
民
総
掌
る
み
で
交
通

安
全
運
動
に
取
り
組
む
こ
と
を
哲
．
［
い

へ
口
い
ま
し
た
。
．

交
通
安
全
功
労
者

　
　
感
謝
状
贈
呈
者

山
田
　
祐
治
〔
臼
石
支
部
）

安
藤
　
健
七
｛
越
河
支
部
）

＋、

槻
　
春
光
｛
斎
川
突
部
）

佐
久
間
　
将
〔
大
平
支
部
｝

斎新一我高
藤山條妻橋

福
↓
　
τ
へ
㎎
沢
支
部
）

　
・
卦
〔
白
川
支
部
》

鉄
朗
（
福
岡
支
部
）

慶
志
〔
鎌
先
支
部
）

磯
一
〔
小
原
支
部
一

小
林
と
み
子

　
　
〔
交
通
安
全
母
の
会
）

安
達
　
性
雄
ハ
交
通
指
導
隊
〕

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

冬
の
道
は

　
　
　
　
安
全
運
転
に
心
が
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
璽
　
一
　
　
1
’
　
『
F

　
い
ち
　
に
「
．
｝
ご
友

冬
道
の
「
τ
一
z
二
運
動
」

－
紬
O
》
，
　
し
　
　
　
汁
二

　
債
雪
や
凍
結
し
て
い
る
冬
道
の
路

面
は
、
す
べ
り
や
す
い
の
で
速
度
を

控
え
め
に
、
規
制
速
度
の
一
割
は
、

ス
ビ
ー
ド
ゲ
ウ
ン
し
て
安
全
運
転
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

三
倍
の
肇
問
距
離
を
こ
二
、
三

　
冬
道
は
、
制
動
距
離
が
伸
び
て
追

突
の
危
険
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

夏
場
の
二
倍
以
上
の
車
間
距
離
を
と

の
安
全
走
行
に
努
め
ま
し
ょ
う
．
、

2
，
へ
「
．
零
め
　
．
出
奔
．
』

　
冬
道
は
、
あ
廿
一
り
や
無
理
な
運
転

は
禁
物
で
す
。
糸
裕
の
あ
る
運
転
を

す
る
た
一
め
に
も
三
分
早
め
の
出
発
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
一
．

　
㌧
，
、
i
遡
　
「
噌
巨
コ

魔愛

シートベルトをしめましょう4

　
　
　
ロ
．
．
・
一
こ
帰
、
一
制
」
　
　
、
一
」

　
冬
用
マ
，
ー
ヤ
と
他
の
ン
f
ヤ
の
混

台
使
用
は
、
制
動
時
に
づ
マ
・
ス
を

崩
し
や
す
，
・
た
一
い
へ
ん
危
険
で
．
す
．
．

で
き
る
だ
け
四
輪
同
一
の
々
r
ヤ
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
G

噂
、
弓
闇
、
β
閣
昂
二
、
F

　
　

ノ
、
馬
、
マ
ー
ヤ
阿
・
，
、

　
　
　
　
　
二
　
㌧
三
．
」
カ
『
員
晒
ン
　
丁

　
北
国
の
冬
は
、
い
つ
降
雪
か
あ
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
．
四
輪
と
も
ス
ク

ヴ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
な
ど
の
冬
用
ク
f

ヤ
を
装
着
し
て
！
、
だ
さ
い
，
ま
た
常

時
ダ
f
ヤ
チ
ェ
ー
ン
を
携
行
し
、
深

雪
な
と
の
緊
急
時
に
備
え
る
心
か
ま

え
が
必
要
で
す
．
、
、

　
気
．
煙
モ
一
F
，
」
闘
ず
＝
・
、

　
．
－
F
苧
－
ー
州
識
　
一
、
［
㌧
・
．
』
乃
匁
潔
，

　
車
や
マ
で
ヤ
性
能
を
把
握
し
、
正

し
い
操
作
の
舶
識
と
技
術
を
・
身
に
つ

け
る
こ
と
が
必
要
で
す
、
、
こ
れ
は
涌
一

常
の
ト
ラ
f
フ
で
も
可
能
で
す
が
。

庫
結
、
路
面
r
、
の
走
行
訓
練
を
す
る
施

設
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

詣
－
」
．

2

脱
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
推
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
民
総
ぐ
る
み
運
動
展
開
中
〃

　
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
使
用
自
粛
の
推
進
は
、
行
政
と
住
民
が
一
体
と
な
り
、

交
通
の
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
、
道
路
粉
じ
ん
の
発
生
や
、
舗
装
路
面
の
摩

耗
を
少
し
で
も
防
ぎ
、
快
適
な
生
活
環
境
を
守
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
．
．

　
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
自
粛
運
動
が
広
く
浸
透
し
た
と
は
い
え
、
粉
じ

ん
や
道
路
の
摩
耗
は
、
看
過
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
脱
ス
パ
イ

ク
｝
人
ひ
と
り
の
ハ
i
ト
が
決
め
て
」
を
ス
ロ
…
ガ
ン
に
地
域
住
民
と
市
、

関
係
団
体
が
有
機
的
に
連
携
し
、
よ
り
一
層
の
脱
ス
パ
イ
ク
運
動
の
推
進
を

図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
饗
▽
　
麹
匙
薄

　
　
　
、
藤
　
　
　
魯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
．

　
　
　
　
、
詳
、
や

　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
礁
一

～
愚

惚
難
矯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲

重
　
点
　
目
　
標

★
脱
ス
パ
イ
ク
運
動
の
推
進

　
　
道
路
粉
じ
ん
の
な
い
住
み
よ
い

　
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
家
庭
、
職

　
場
で
脱
ス
ベ
f
ヶ
に
つ
い
て
話
し

　
合
い
、
ウ
て
の
実
践
に
努
め
ま
し
ょ
う
．
り

★
地
域
ぐ
る
み
の

　
門
前
雪
か
き
運
動
の
推
進

　
　
自
宅
前
の
細
道
等
生
活
道
路
の

　
雪
か
き
や
清
掃
作
業
に
、
み
ん
な

　
で
声
を
か
け
あ
い
進
ん
で
参
加
し

　
ま
し
ょ
う
。

★
冬
道
安
全
運
転
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
正
し
い
知
識
の
普
及

　
　
車
両
及
び
タ
イ
ヤ
の
性
能
、
特

　
性
等
を
十
分
認
識
し
、
正
し
い
運

　
転
方
法
を
習
得
す
る
と
と
も
に
、

　
運
転
マ
ナ
ー
の
向
上
や
雪
道
等
に

　
お
け
る
安
全
速
度
の
励
行
、
適
正

　
車
間
距
離
の
保
持
等
交
通
安
全
に

　
努
め
ま
し
ょ
う
。

る
除
雪
に
つ
い
て
は
5
㎝
以
上
よ
り

実
施
し
、
そ
の
他
の
路
線
に
つ
い
て

は
積
雪
1
5
㎝
以
上
に
よ
り
実
施
し
安

全
の
確
保
に
努
め
る
。

▼
雪
寒
指
定
路
線
へ
市
道
川
原
子
線
）

　
は
車
輪
式
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
で

　
除
雪
し
、
そ
の
他
三
住
、
蔵
王
、

　
不
忘
、
小
原
地
域
に
つ
い
て
は
業

　
者
へ
委
託
し
除
雪
を
実
施
す
る
．
、
．

▼
市
街
の
主
要
幹
線
道
路
に
つ
い
て

　
は
、
除
雪
モ
ー
タ
ー
グ
レ
ー
ダ
ー

　
に
て
直
営
で
除
雪
を
実
施
す
る
。

▼
そ
の
他
の
幹
線
道
路
に
つ
い
で
、
は

　
機
械
を
借
り
上
げ
て
除
雪
を
実
施

　
す
る
．
り
．

★
融
雪
事
業

　
市
街
地
の
交
通
量
の
多
い
坂
道
の

市
道
に
対
し
て
実
施
す
る
。

▼
†
、
通
国
、
里
の
多
い
市
道
に
融
雪
及
び

凍
結
防
止
の
た
め
の
融
雪
剤
を
散

布
す
る
と
と
も
に
市
街
の
坂
道
や

　
日
当
り
の
悪
い
坂
道
に
対
し
て
は
、

す
べ
り
止
め
の
砂
を
設
置
す
る
。

ピ
ン
抜
き
機
具
及
び

V
T
R
テ
ー
プ
の
貸
出
し

★
ピ
ン
抜
き
機
具

　
ス
ペ
イ
フ
タ
f
ヤ
ビ
ン
抜
き
機
具

を
一
般
希
望
者
へ
貸
出
し
ま
す
。

★
V
T
R
テ
ー
プ

　
冬
道
の
安
全
運
転
な
ど
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
，
・
ま
と
め
て
あ
る
V
T

R
テ
ー
プ
「
卑
、
楢
～
の
申
女
全
走
行
」
を

貸
し
だ
し
ま
す
、
、

※
詳
し
ー
は
、
市
役
所
保
健
衛
生
課

へ
お
問
い
・
ぼ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

道
路
環
境
の
整
備

★
除
雪
事
業

ヲ
・1轡楡

イクタイヤ

規制地域区分

　　　　岩手県

市
内
山
間
部
に
つ
い
て
は
冬
期
問
パ
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
使

除
雪
計
画
に
基
づ
き
実
施
す
る
．
、

　
市
街
地
の
主
要
幹
線
道
路
に
お
け

石巻市

～く

5攣
o

重点地域［二二ニコ

　タイヤチェーンなとの

　すへり止めの方法を講

　1響・　スノ寸インタイヤは

　極力使用しない

推進地域□二ニコ
　路面び口犬シ兄により、　7

　バインタイヤか不巫要

　なときは使用しな1，・・

　
　
仰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市

秋
田
早

山

形

県

㌧ノ

福島県

3



昭
和
六
十
一
年
度

各
種
功
労
者
表
彰

　
昭
和
六
十
『
年
度
各
種
功
労
者
の
表
彰
式
が
十
一
月
一
日
市
役
所
大
会

議
室
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
各
種
功
労
者
は
四
十
六
人
、
二
十
団
体
の
み

な
さ
ん
で
す
。

　
表
彰
さ
れ
た
み
な
さ
ま
に
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
あ
げ
、
今
後
の
ご
活

躍
と
ご
健
康
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

…
特
別
自
治
功
労
者
…

吉
　
見
　
三
代
治

遠
　
藤

1 髪7匙『罷謂罫葺η蕊ース，£、メ」〆．

『

郎

脚
産
業
功
労
者
…

森
治
右
ヱ
門
・
菊
地
辰
男
・
小
室
幸

衛
・
佐
藤
内
蔵
雄
・
農
事
組
合
法
人

内
親
養
蚕
組
合
・
柴
田
康
武
・
鎌
田

孝
市

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
登
載
申
請
に
つ
い
て

”F駐　　り　ドロ　；』1

ρ

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、

毎
年
一
月
一
日
現
在
の
状
況
を
、
】

月
十
日
ま
で
に
提
出
す
る
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
に

基
づ
い
て
作
成
さ
れ
ま
す
。

　
選
挙
権
を
有
す
る
要
件
は
、
市
内

に
住
所
を
有
し
、
年
令
満
二
十
年
（
昭

和
四
十
二
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま

れ
た
者
）
以
上
の
者
で
、
十
ア
ー
ル

以
上
耕
作
の
業
務
を
営
む
者
又
は
そ

の
者
の
同
居
の
親
族
及
び
配
偶
者
で

年
間
お
お
む
ね
六
十
日
以
上
耕
作
に

従
事
す
る
者
で
す
。

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登

載
申
請
書
の
提
出
が
な
い
場
合
、
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
載

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
投
票
も
リ
コ
ー

ル
請
求
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登

載
申
請
書
は
、
農
業
委
員
会
協
力
員

に
よ
り
十
二
月
上
旬
に
配
布
さ
れ
、

回
収
と
な
り
ま
す
が
、
農
業
委
員
会

協
力
員
の
不
在
の
地
域
又
は
十
二
月

中
旬
ま
で
に
こ
の
申
請
書
が
届
か
な

い
方
は
、
直
接
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
に
申
し
出
ア
、
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
こ
の
申
請
書
は
、
三
年
使

用
す
る
も
の
に
改
正
し
ま
し
た
の
で
、

て
い
ね
い
に
取
り
扱
わ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
不
明
の
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
五
－

二
一
一
一
内
線
一
六
一
）
又
は
農
業

委
員
会
事
務
局
（
内
線
二
一
〇
）
ま

で
、
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

4

暴

ノ

．
’
ド

…
自
治
功
労
者
…

高
橋
清
作
⊥
・
同
子
文
雄
・
上
西
重
信
・

太
斎
猛
・
国
分
宗
雄
・
平
聞
治
・
茂

泉
格
・
堀
米
新
治
郎
・
鹿
又
年
夫
・

大
野
直
博
・
風
間
観
静

㎜
納
税
功
労
者
…

山
田
沢
納
税
貯
蓄
組
合
・
中
斎
川
納

税
貯
蓄
組
含
・
大
腰
沢
第
八
区
納
穫

貯
蓄
組
合
・
小
路
納
税
貯
蓄
組
含
・

樋
ノ
ロ
納
税
貯
蓄
組
台

…
衛
生
功
労
者
…

渋
谷
さ
と
・
柳
町
公
衆
衛
生
組
台
・

本
郷
第
四
公
衆
衛
生
組
台
・
斎
川
五

区
公
衆
衛
生
組
合
・
大
平
八
区
公
衆

衛
生
組
含
・
白
川
二
区
公
衆
衛
生
組

台
・
福
岡
山
根
公
衆
衛
生
組
台
・
福

岡
へ
宮
公
衆
衛
生
組
台
・
福
岡
南
区

公
衆
衛
生
組
合
　
　
　
　
、

…
教
育
文
化
功
労
者
川

丹
野
準
・
高
橋
孫
一
・
阿
子
島
秀
一
・

高
橋
辰
男
・
和
泉
直
治
・
佐
藤
功
・

佐
藤
守
男
・
小
室
元
一
・
村
上
ヒ
サ
・

半
沢
克
美
・
村
上
照
男
・
武
田
文
吉

…
社
会
福
祉
功
労
者
…

芳
賀
静
夫
・
吉
野
芳
子
・
大
場
忠
輔
・

佐
藤
忠
作
・
梶
川
勲
・
相
原
武
雄
・

飯
塚
元
子
・
川
村
礼
子
・
半
澤
綾
子

購
公
安
消
防
功
労
者
…

白
石
市
交
通
安
全
母
の
会

剛
篤
　
　
行
　
　
者
…

片
倉
重
信
・
朝
倉
松
雄
・
鈴
木
美
枝

子
・
白
石
興
産
椥
・
二
瓶
正
蔵
・
㈱

杉
浦
製
作
所
・
鎌
田
恪
治
・
楕
神
薄

弱
者
更
生
施
設
自
石
陽
光
園
・
自
石

生
コ
ン
ヶ
リ
ー
ト
掬
！
口
石
砂
利
砕

石
伸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

1987年は

国際居住年

き　　も

蟹Y醗翻攣欝

●21世紀に向けて

　　より良（、、住まいづくりを

●開発途上国に対する

　　　　　国際協力の推進を

白
石
市
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
利
用
に
つ
い
て

　
在
宅
福
祉
の
強
化
を
図
る
た
め
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
八
宮
荘
に
併
設
し

て
、
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
て
い
ま
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、

か
ら
だ
の
弱
い
お
年
寄
げ
を
対
象
に
、
週
一
回
通
所
で
入
浴
、
給
食
、
生
活

指
導
、
日
常
動
作
訓
練
等
の
サ
！
ビ
ス
を
行
い
、
お
年
寄
り
自
身
が
意
欲
を

お
こ
し
、
心
身
両
面
に
わ
た
る
効
果
が
家
庭
生
活
に
反
映
さ
れ
、
生
活
に
う

る
お
い
を
も
た
せ
る
と
と
も
に
、
家
族
の
ご
労
苦
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
設
置
さ
れ
る
も
の
で
す
。

日
は
正
午
ま
で
と
し
ま
す
。

嚇牽

用
　
回
　
数

事
業
開
始
予
定
年
月

昭
和
六
十
二
年
二
月
上
旬

　
原
則
と
し
て
一
人
週
一
回
と
し
ま

す
。
た
だ
し
、
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス

は
月
一
回
と
し
ま
す
。

運
　
営
　
方
　
法

利
用
で
き
る
方

懸禾

　
臼
石
市
内
に
住
所
を
有
す
る
お
お

む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
方
で
、
か
ら

だ
が
弱
い
た
め
日
常
生
活
が
不
自
由

な
方
及
び
市
長
が
特
に
必
要
と
認
め

た
方
で
す
。

　
芸
等
を
行
い
ま
す
。

⑤
養
護
　
休
養
及
び
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

　
ョ
ン
等
に
よ
り
生
き
が
い
の
場
を

　
提
供
し
ま
す
。

⑥
家
族
介
護
者
教
室
　
介
護
者
に
老

　
人
の
生
理
衛
生
、
食
事
、
入
浴
介

　
護
等
に
必
要
な
知
識
、
技
術
を
指

　
導
し
ま
す
。

⑦
健
康
チ
ェ
ッ
ク
　
血
圧
、
脈
は
く

　
等
を
測
定
し
て
健
康
状
態
を
調
べ

　
ま
す
。

⑧
送
迎
　
家
族
で
送
迎
で
き
な
い
場

　
合
は
、
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

⑨
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
　
ね
た
き
り

　
の
方
で
通
所
で
き
な
い
方
に
対
し

　
て
は
、
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
行

　
い
ま
す
。
従
来
、
移
動
入
浴
車
に

　
よ
る
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
う
け
て
い

　
た
方
々
も
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
で
行

　
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

用

料

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

　
臼
石
市
よ
り
社
会
福
祉
法
人
不
忘

会
特
別
養
護
老
入
ホ
ー
ム
八
宮
荘
に

委
託
し
て
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
を
行
い

ま
す
。

　
↓
人
一
回
に
つ
き
　
五
百
円

　
た
だ
し
、
趣
味
活
動
等
を
行
っ
た

場
合
の
材
料
代
に
つ
い
て
は
実
費
負
・

担
と
な
り
ま
す
。

利
　
用
　
時
　
間

利

用
の
手
続

①
入
浴
サ
ー
ビ
ス
　
特
殊
浴
槽
及
び

　
一
般
浴
槽
で
必
要
な
介
助
を
し
な

　
が
ら
入
浴
し
ま
す
。

②
給
食
サ
ー
ビ
ス
　
お
年
寄
り
に
適

　
し
た
栄
養
料
理
を
昼
食
に
提
供
し

　
ま
す
。

③
生
活
指
導
　
日
常
生
活
に
つ
い
て

　
指
導
・
助
言
を
行
い
ま
す
。

④
日
常
動
作
訓
練
　
健
康
と
機
能
を

　
維
持
す
る
た
め
の
訓
練
及
び
手
工

　
日
曜
・
祝
日
を
除
き
午
前
九
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で
。
た
だ
し
、
土
曜

・
火
入
れ
を
行
う
場
合
は
　
　
一

㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
　
許
可
が
必
要
で
す
　
　
　
一

皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

．
寅
受
ヌ
抗
レ
」
㌧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
±
地
利
用
上
の
目
的
を
も
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
土
地
の
上
に
あ
る
立
木
竹
、
釜

｝
草
、
堆
積
物
等
を
面
的
な
広
さ
で
焼
一

』
却
す
る
行
為
を
い
い
ま
す
。
　
　
　
…

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
歯
許
可
内
「
膏
は

、一

　
園
の
十
㎝
地
利
嗣
．
の
ヨ
葡
．
で
ち

①
地
ご
し
ら
え

…
③
）
害
虫
駆
除

⑤
採
草
地
改
良

　
利
用
対
象
者
が
在
宅
し
、
デ
イ
・
「

サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
場
合
は
、
次
に

ょ
り
利
用
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
一

①
申
込
み
期
聞
　
昭
和
六
十
一
年
十
㎜

　
二
月
五
日
陶
～
十
二
月
二
十
五
日
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》

　
制
ま
で
。

②
申
込
み
場
所
　
白
石
市
社
会
福
祉
…

　
事
務
所
福
祉
係

③
提
出
書
類
　
デ
イ
・

　
用
申
請
書
及
び
健
康
診
断
書
等
。

注
、
提
出
書
類
の
用
紙
は
、
社
会
福
一

　
祉
事
務
所
ま
た
は
地
域
の
担
当
民

　
生
委
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
霧
所
弄

祉
係
奮
五
上
二
一
一
（
内
線
一
五
…

五
）
へ
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

パ

火
ヌ

マし

rゐ

②
開
墾
準
備

④
焼
畑

囲
と
一
対
尊
み
は

サ
ー
ビ
ス
利
一
ら
な
い
場
合
で
も

　
森
林
ま
た
は
森
林
か
ら
ー
㎞
範
囲
㎜

内
の
場
合
は
許
可
が
必
要
で
す
。
ま
一

た
、
こ
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
、
田
畑
…

の
あ
ぜ
焼
き
、
河
川
の
堤
防
、
道
路
．

の
周
辺
に
あ
る
雑
草
等
の
焼
却
も
火
｝

入
れ
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
注
一

意
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
火
入
れ
規
制
の
対
象
と
な
「

　
　
　
　
　
　
　
、
消
防
法
に
よ
る
』

　
「
揚
煙
行
為
」
と
し
て
届
け
出
を
し
皿

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
一

す
の
で
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
…

皿
※
詳
し
く
は
、
市
役
所
農
林
課
林
務
㎜

係
豊
五
－
二
一
一
二
内
線
二
一
一
二
ご

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
　
　
一

5



／
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＼

黒
片
倉
工
業
㈱
自
石
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
白
石
市
字
桜
小
路
4
3

　
明
治
政
府
の
蚕
糸
立
国
の
政
策
の

も
と
製
糸
事
業
の
拡
張
・
充
実
に
努

め
て
き
た
片
倉
工
業
も
、
時
代
の
変

遷
に
伴
い
事
業
を
蚕
糸
・
衣
料
品
・

開
発
事
業
な
ど
と
多
角
化
し
、
経
営

基
盤
の
強
化
、
拡
充
策
が
と
ら
れ
で
、

い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
白
石
工
場
も

昭
和
4
5
年
に
従
来
の
製
糸
業
か
ら
衣

料
都
門
へ
と
転
換
し
、
メ
リ
ヤ
ス
製

晶
の
生
産
工
場
と
な
り
ま
し
た
。
．

　
昭
和
6
3
年
が
会
社
創
立
1
1
5
周

年
に
あ
た
り
、
60
年
か
ら
3
ケ
年
間

「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
ー
1
5
運
動
」
を

ぎ籏1

￥

市

展
開
中
で
す
。
白
石
工
場
で
は
韮
崎

工
場
か
ら
生
地
を
仕
入
れ
、
キ
ャ
ロ

ン
メ
リ
ヤ
ス
肌
着
と
し
て
各
種
の
ア

ン
ダ
ー
シ
ャ
ツ
類
を
生
産
し
、
6
0
年

に
は
生
協
の
指
定
工
場
と
し
て
螢
光

処
理
を
し
て
い
な
い
メ
リ
ヤ
ス
肌
着

の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
．
．

「
従
業
員
は
地
元
の
人
が
主
で
、
東

北
人
特
有
の
粘
ば
り
強
さ
が
あ
り
、

仕
事
に
対
す
る
態
度
も
ま
じ
め
で
と

て
も
好
感
が
持
て
ま
す
」
「
社
内
一
丸

と
な
っ
て
生
産
に
取
り
組
め
る
よ
ろ

社
内
の
ム
ー
ド
を
オ
ー
プ
ン
に
し
、

さ
ら
に
作
業
環
境
を
整
備
し
、
よ
り

よ
い
製
品
の
生
産
と
作
業
効
率
の
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
」
と
山
口
工
場

長
さ
ん
。

　
従
業
員
は
男
子
1
0
名
、
女
子
m
名

で
平
均
年
齢
は
約
3
5
歳
．
、
小
さ
い
子

ど
も
を
持
つ
従
業
員
が
多
い
の
で
日

帰
り
旅
行
や
全
員
が
で
き
る
ゲ
ー
ム

で
春
と
秋
の
運
動
会
、
ボ
ー
リ
ン
グ

大
会
な
ど
を
行
い
、
ふ
だ
ん
使
わ
な

い
筋
肉
を
使
う
よ
ろ
企
画
し
で
、
い
ま
す
。

　
小
集
団
に
分
か
れ
、
問
題
点
を
追

求
し
、
時
代
に
マ
．
チ
し
た
製
品
の

開
発
と
品
質
管
理
に
余
念
の
な
い
片

倉
工
業
㈱
白
石
工
場
で
す
。
、

考えさ

せ
ら
れ
る
話

　
n
月
の
日
程
を
み
る
と
、
全
！
、
市

役
所
に
い
な
か
っ
た
日
が
9
日
、
半

日
庁
外
に
で
て
い
た
日
が
8
日
、
在

庁
し
て
い
た
日
が
5
日
と
な
る
。
い

ろ
ん
な
場
所
に
で
か
け
、
い
ろ
い
ろ

な
入
に
会
ろ
と
い
ろ
い
ろ
な
話
が
聞

け
る
。
ひ
と
つ
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る

話
を
書
い
て
み
た
い
。

　
　
一
村
一
品
運
動
が
タ
ロ
ー
ズ
ア
ッ

．
プ
さ
れ
て
し
ば
ら
く
に
な
る
。
小
さ

な
町
や
村
が
ロ
ー
カ
ル
な
特
産
物
を

全
国
市
場
に
通
用
す
る
も
の
に
育
て

あ
げ
る
た
め
に
は
、
寝
食
を
忘
れ
、

家
庭
を
も
か
え
り
み
ず
、
村
お
こ
し

に
取
め
組
む
リ
ー
ダ
ー
が
何
よ
り
も

必
要
で
あ
る
、

　
大
分
県
の
大
山
町
と
北
海
道
の
池

田
町
が
よ
く
そ
の
例
に
だ
さ
れ
る
。

前
者
は
「
ウ
メ
・
ケ
リ
植
え
て
ヘ
ワ

イ
に
行
こ
う
」
運
動
を
お
こ
し
、
矛
、

れ
に
限
度
が
あ
る
と
見
る
や
、
エ
ノ

キ
ダ
ケ
に
目
を
つ
け
町
を
日
本
一
の

産
地
に
育
て
あ
げ
た
．
．
、
そ
の
リ
ー
ゲ

ー
を
午
、
幡
治
美
氏
｛
農
協
組
台
長
・

町
長
）
と
い
ろ
。

　
後
者
は
十
勝
ワ
f
ン
、
牛
肉
生
産

を
手
が
け
、
ブ
ド
ー
園
か
ら
ワ
イ
ン

工
場
、
牧
場
、
札
幌
・
東
京
の
レ
ス

ト
ラ
ン
チ
ェ
ー
・
、
・
店
、
さ
ら
に
は
山

小
屋
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
、
キ
ャ
ン
プ
場

が
］
体
と
な
っ
た
「
ま
き
ば
の
家
」

へ
と
経
営
を
拡
げ
た
．
．
こ
の
リ
ー
ダ

ー
は
丸
谷
金
保
氏
（
前
町
長
・
現
参

議
院
議
員
）
で
あ
る
。
両
氏
と
も
す
ば

ら
し
い
先
見
性
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ソ
プ

を
持
っ
た
方
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
当
初
池
田
町
に
と
っ
て
山
ブ
ド
ー

は
じ
ゃ
ま
も
の
で
あ
っ
た
。
刈
っ
て

も
刈
っ
て
も
で
て
く
る
。
ワ
て
れ
に
丸

谷
氏
は
逆
転
の
発
想
で
の
ぞ
ん
だ
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ほ
ど
退
治
し
て
も
で

て
く
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
地
は
よ

ほ
ど
の
ブ
ド
ー
の
適
地
だ
ろ
う
、
こ

れ
を
利
用
し
な
い
法
は
な
い
と
考

え
、
町
の
職
員
を
ド
イ
ツ
に
送
り
こ

み
ワ
イ
ン
の
製
法
を
学
ば
せ
た
。
そ

の
帰
国
を
待
っ
て
ブ
ド
ー
農
場
、
η

イ
ン
工
場
を
つ
く
り
職
員
は
セ
ー
几

ス
マ
ン
と
な
っ
て
全
国
を
歩
い
た
。

十
勝
ワ
イ
ン
の
名
声
は
定
着
し
た
。

次
に
一
二
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の

牧
場
を
つ
，
へ
り
牛
を
放
牧
し
、
そ
の

肉
を
ワ
イ
ン
と
共
に
札
幌
・
東
京
あ

る
い
は
「
ま
き
ば
の
家
」
で
食
べ
て

も
ら
う
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
町
役

場
を
あ
げ
て
、
の
経
営
は
見
事
に
成

功
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
努
力
が
ど
の

よ
う
に
実
を
結
ん
だ
の
だ
ろ
ろ
か
。

　
丸
谷
町
長
は
、
十
勝
沖
地
震
で
町

が
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
た
と
き
、
そ

の
再
建
を
ワ
イ
ン
に
か
け
た
の
で
あ

る
．
、
し
た
が
っ
て
目
的
と
し
た
の
は
、

町
営
ワ
イ
ン
工
場
の
成
功
で
は
な
！
、

町
の
繁
栄
で
あ
っ
た
。
し
か
し
現
在
、

当
時
か
ら
比
べ
る
と
人
口
は
3
分
の

2
に
減
少
し
町
で
唯
一
の
企
業
は
町

役
場
で
あ
る
と
い
う
の
が
い
つ
わ
ら

ざ
る
姿
で
あ
る
．
、
い
ま
の
町
の
職
員

は
町
民
の
雇
用
の
場
を
確
保
す
る
た

め
企
業
誘
致
に
飛
び
ま
わ
っ
て
い
る

と
い
う
。
こ
れ
が
行
政
の
限
界
で
あ

ろ
う
。
民
間
の
発
動
が
な
け
れ
ば
大

勢
を
ノ
＼
い
と
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
、

　
企
業
誘
致
も
同
様
f
、
あ
る
、
、
ど
ん

な
に
先
端
技
術
型
の
工
場
が
進
歩
し

て
も
、
そ
の
周
辺
に
地
元
資
本
に
よ

る
部
品
メ
ー
カ
ー
等
が
成
長
し
、
蓄

積
さ
れ
な
け
れ
ば
そ
の
効
果
は
半
減

し
て
し
ま
ろ
。

　
た
だ
し
民
活
は
企
業
の
論
理
で
あ

る
・
．
ウ
て
の
活
動
が
将
来
確
実
に
実
を

結
ぶ
と
い
う
見
通
し
が
な
け
れ
ば
出

動
し
な
い
。
半
永
入
的
な
赤
字
と
い

ろ
こ
と
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
の
で
、

あ
る
。
そ
、
れ
な
ら
ば
民
活
の
展
開
は

当
然
、
大
、
都
市
及
び
そ
の
周
辺
に
集

中
す
る
．
．
こ
れ
は
、
村
お
こ
し
と
は

正
反
対
の
方
向
だ
ろ
う
、
．

　
考
え
さ
せ
ら
れ
る
話
で
あ
る
。

6

カ
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盤
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藷

、
取
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．
ブ
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織
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必
酢
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・
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　罵
饗
、
零
創
囹

　「あら！これいいわね」11月16日
　　白石市働く婦人の家まつり

始
緩

　　　「メーン．ゲ」「一本」11月9日

　　　　白石刈田剣道選手権大会

糊罪　　　▲　　　　欝聯脚

7
『

烈
J

　
、
、

■縢難翻■■墜
「えっ、これボケの実」

　U月1～3日　白石市民文化祭

備，ρ曙

詮

、

畢
き

　
　
　
寒

も
蓄
』

　
　
　
　
　
』
無
－
局

唖
｝
’

塑
　
　
悩

　
　
　
　
ハ
仲

　
　
　
　
ン
4

　
　
　
　
㎜
亟

　
　
　
　
謡

慶
師

　
　
　
飾
「

　
　
　
嬢

陀

ラフ大金　　華∫　罫禦

　　　10月30日　白石市老人クラブ大会

麹
蓼慶響屡・

雇門　・　　　　　　　魂

、馬牛沼鯉まつり11月9鋼「ワー大きも

　　　　　　　者　　　　　　　　　　　　群、

　　「あら1　・さんもちつくの上手ね」
　　　　11月5日　年賀はがき発売もちっき大会

7



9）職員手当の状況

区分

期
末
手
当

勤
勉
手
当

退

職

手

当

・
日 石　　市

（61年度支給割合）

　　期末手当

6月期
　　1，4月分

12月期

　　1，9月分

3月期
　　0．5月分

計　3．8月分

勤勉手当

0，5月分

O。6月分

一月分

1．1月分

（支給率）

　自己都合　　　勧奨・定年

勤続20年

　22．05月分　　30．975月分

勤続25年

29．79375月分　47，3875月分

勤続35年

50。53125月分　68．3375月分

最高限度額

　62，75月分　　69．025月分

その他の加算措置

　制度なし

退職時
特別昇給　2号俸

1人当たり平均支給額

　一　千円　　　19，238千円

国

（61年度支給割合）

　　期末手当　　勤勉手当

6月期
　　1、4月分　　0．5月分

12月期

　　1，9月分　　0．6月分

3月期
　　0．5月分　　　一月分

計　3．8月分　　1．1月分

（支給率）

　自己都合　　勧奨・定年

勤続20年

　　21．0月分　　28，875月分

勤続25年

　33．75月分　　44，55月分

勤続35年

　　47．5月分　　62．7月分

最高限度額

　　60．0月分　　62．7月分

その他の加算措置

　定年前早期退職特例措置

　　　　（2％～20％加算）

退職時　　　　　1号俸特…別昇給

（注）　退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全

　　職種に係る職員に支給された平均額である。

特
殊
勤
務
手
当

昭
和
6
0
年
度

区　　分

職員全体に占

める手当支給

職員の割合

支給対象職員

1人当たり平

均支給年額

手当の種類
〔手当数）

代
表
的
な
手
当
の
名
称

支
給
額
の
多
い
手
当

多
く
の
職
員
に
支
給

さ
れ
て
い
る
手
当

全 職 種

14．7％

27，426円

8種類
速記事務従事職員の特殊勤務手当

保健指導業務従事職員の特殊勤務手当

社会福祉業務従事職員の特殊勤務手当

特別勤務職員の特殊勤務手当

市税事務従事職員の特殊勤務手当

市税事務従事職員特殊勤務手当

塩素滅菌業務従事職員の特殊勤務手当

社会福祉業務従事職員の特殊勤務手当

保健指導業務従事職員の特殊勤務手当

特別勤務職員の特殊勤務手当

9

時
間
外
勤
務
手
当

60年度

59年度

支　　給　　総　　額

職員1人当たり支給年額

支　　給　　総　　額

職員1人当たり支給年額

39，592干円

96千円

44，562千円

104干円

区
分

扶
養
手
当

住

居

手

当

雨
一

勤

手

当

内 容

1．配偶者　14，000円

2．配偶者以外の扶養親族

⑦2人まで、それぞれ4，500円

　④3人目から1人につき1，000円

　（配偶者がない場合にあっては

　　そのうち1人について9，500円）

1，借家、借問に居住している職員

　⑦月額16，500円以下の家賃を支

　　払っている職員

　　家賃一9，000円

　④月額16，500円を超える家賃を

　　支払っている職員

　　　　　　家賃一16，500円
　　7，500円十　　　　　　　　で
　　　　　　　　　2

　　15，000円を限度

2．自宅に居住している職員

　1，000円（新築、購入した住居に

　あっては、新築、購入の日から

　起算して5年を経過するまでの

　間は2，500円）

1．交通機関等の利用者

　1ヵ月に要する運賃等の相当額

　ただし、その額が20，000円を超

　えるときは、

　　　　　20，000を超える額
　20，000円十　　　　　　　で
　　　　　　　　　2

　24，000円を限度

2．交通用具の使用者

⑦自転車使用者

　　使用距離（片道2km以上）によ

　　り2，000円～9，600円

　④原動機付自転車及び自動二輪

　　車、普通自動車の使用者

　　使用距離（片道2km以上〉によ

　　り2，000円～12，000円

籔蹄陵
との異1自国の制度と異なる内容

同じ

同じ

一部
異なる

2．交通用具使用者

　のうち自転車使

　用者は、国の制

　度と同じである

　が、原動機付自

　転車及び自動二

輪車、普通自動

車の使用者にっ

いては、使用距

離（片道2㎞1以

上）により2，000

円～12，000円と

している。

（1）人件費の状況（普通会計決算）

区　分

60年度

住民基本
白帳入口

ご61．3．31廻里在，

42，355．A、

A百
ハ

礁
活出歳 実質収突

7，989，8劃 　　　干円
177，593

人伴費B

　　　　千円
2，001，620

（注｝　入件費には、特別職に支給される給料、報酬等を台む。

121職員給与費の状況（普通会計の当初予算）

人件費率
　B／A

25，05

で参考｝59箏度

のハ、件費率

22．16

区　分

61年度

職員数A

401
　入

へ
ロ

ケ
船 与 費

給　　料

　　　干円
985，691

職員手当

　　　ト円
126，127

期末・勤勉手当

　　　チ円
416，109

計 B
　　　　子円
1，527，927

玉入当たり給

与費（BIA｝

　　干円
3，810

（注1　1．職員手当には退職手当を含まない。

31特別職の報酬等の状況（61年4月1日現在）

区　　分

市　　　長

助　　　役

収　入　役

議　　　長

副　議　長

議　　　員

給料月額等
給料　　749，000円

606，000円

53S，000円

報酬　　343，1）伽）円

283，000円

265，000円

期末 勤勉手当
〔61年度支給割創
　　　　　　　期末手当
6目其月　　1．4月分、

12　月　　其月　　　　　　　1．9FI分・

3目期　　　0．5月分
　計　　　　　3．8月分

勤勉手当
0．5月分

0．6月分

1．1目分

6　　月　　其月　　　　　　1．4月分・

12月期　　　1．9月分
3　　月　　其月　　　　　　　0．5月分』

　言十　　　　　　　3．8月分、

　
本
市
職
員
の
給
与
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
に
お
け
る
予
算
及
び
給
与
条

例
審
議
の
際
に
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
一
層
の
ご

理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
石
市
職
員
給
与
の
あ
ら
ま
し

41職員の初任給の状況（昭和61年4月1日現在）

区 分

騰
　
職

　
行

　
般

石ヨ白 市

決定初任給

113，201）円

95，51）0円

採用2年経過

臼給料額
125，100円

101、700円

城宮 県

初　任給

113，200円

95，5α）円

チ采用2年糸逢ナ畳
EI　給　率斗　露貞

125，100円

101，700円

国

初　任　給

113，21）0円

95、500円

蚤年
お

2
与
口

照
糸

採
日

125，101）円

101，701）円

5）職員の平均給料月額・平均給与月額及び平均年齢の状況（昭和61年4月1日現在）

区　　分

臼　石　市

宮　城　県

　匡

般　　　行 政　　　職

平均給料馬頷

　　　　［［1210，484

　　　　ド1243，938

　　　　円231，339

平均給与月額

　　　　　　円　224，479

288，398円

／

平均年齢
　　　r霞37，1

39．2

　　　r壁39．7

技 ヒ
ヒ

ム
厚 労 ，

之
リ

マ
了 職

平均給料目額

　　　　　　円　177，048

236，138
円

2【）9、497 II

平均給与月額

　　　　円191，718

273，702円

平均年齢
【
イ4

［
〆74

47．3

6）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
　　　　　　　　　　　　　　（昭和61年4月1日現在）

区 分

　　　　　　ノく子窯
一般行政職
　　　　　　高校卒

経験年数10年

173，401）円

143，667円

経験年数20年

201，8α）円

（71一般行政職の昇給期間短縮の状況

年度区分

60年度

59年度

職員数A

267人

278人

牡緯期間を短縮して
舛給した職員数　B

93　人

56　へ

比率（B〆Al

34．8％

20．1％

qわ　　融旺卜数と1　｛日　二民間企裳等に勤f駅ゴた期間がある場台は，
　　　その期間を挿　　　書　目後の勤務期間に加算r一た年数である，

（8）一般行政職の等級別職員数の状況（昭和61年4月1日現在）

区　　分

な
客

勺
り

熊
務

職　員　数

構　成　比
　　1三ド前ヤ7、
参1、・桝戊珪

考厭

8　　級

課長・局長・参事

24

9，0　％

10，8

10．1

7　　級

課長補佐・次長
主幹・所長

9　へ

3．4

6　　級

課長補佐・次長
；註草争・戸斤長

O
J

9】

8．6

　　　％12．2

　　　％ll。9

5　　級

係艮・主任・主査

17

6．4　％

4　　級

係長・主任・主査

45

　　　％16．8

17．6

13、7

つ
｝ 級

盆
日師事主

68

55り
〕

8り
O

ウ
「
］

9．4

ウ
U 級

主事・技師・書記

69

85り
】

27、0

40．4

玉 級

豊
団事主

12

4．5

呂。6

14．5

言

76ウ一
！oo－〇一f

蜘0
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嚢錯事業所の昔さんへ

力
さ

協
だ

こ
く 昭

和
六
十
一
年
工
業
統
計
調
査

　
　
石
油
等
消
費
構
造
統
計
調
査

ヤも
　
　
　
　
　
　
十
一
日
現
在
で
行
い
ま
す
。
調
査
の

　
通
商
産
業
省
で
は
、
昭
和
六
十
　

年
の
「
工
業
統
計
調
査
」
と
「
石
油
等

消
費
構
造
統
計
調
査
」
を
、
十
二
月
三

対
象
と
な
る
製
造
業
を
営
む
事
業
所

に
は
、
年
末
か
ら
一
月
に
か
け
て
調

査
員
が
伺
い
ま
す
。
調
査
票
に
記
入

さ
れ
た
内
容
は
、
統
計
以
外
の
目
的

に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
ご
協
力
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

水
道
を
寒
さ
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
守
り
ま
し
ょ
う
ガ

　　　　　　　　　廿

　　　　　灘

　　　『

▽
早
め
に
水
道
の
凍
結
防
止
を

　
水
道
管
や
蛇
口
、
メ
ー
タ
ー
な
ど

　
が
凍
る
と
水
が
使
え
な
く
な
り
不

　
便
な
ば
か
り
で
な
く
、
場
合
に
よ

　
っ
で
、
は
破
裂
な
ど
に
よ
り
修
理
費

　
が
か
か
り
ま
す
。
早
め
に
保
温
材

　
な
ど
で
保
温
を
し
、
凍
結
か
ら
水

　
道
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
．

▽
凍
結
し
や
す
い
場
所
と
は

水
道
管
が
露
出
し
て
い
た
り
、
北

向
き
、
日
影
、
風
当
た
り
が
強
い

場
所
、
水
に
ぬ
れ
る
場
所
な
ど
は

特
に
凍
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
長
時
問
水
道
を
使
わ
な
い
場

合
も
凍
結
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

▽
凍
結
を
防
止
す
る
に
は

水
道
管
の
凍
結
防
止
に
使
用
さ
れ

　
て
い
る
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
は
、
条

　
件
が
よ
く
て
も
零
下
七
度
C
ま
で

　
が
限
度
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
冷
え
こ
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と

　
き
に
は
、
水
道
管
用
ヒ
ー
タ
ー
な

　
ど
で
保
温
し
凍
結
を
予
防
し
て
く

　
だ
さ
い
。

　
水
抜
栓
の
あ
る
家
庭
で
は
、
水
抜

　
栓
を
使
い
水
を
抜
い
て
く
だ
さ

▽
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は

水
道
管
が
凍
ら
な
く
て
も
、
メ
ー

　
ク
ー
の
凍
る
場
含
が
あ
り
ま
す
。

　
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
も
発

　
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
を
砕
き
ス
、
れ

　
て
凍
結
を
予
防
し
て
：
だ
さ
い
。

▽
解
氷
作
業
料
金
は
　
　
“

水
道
事
業
所
お
よ
び
公
認
業
者
の

解
氷
料
金
は
次
の
と
お
り
で
す
．
、

　
解
氷
作
業
一
時
間
（
工
費
の
み
）

　
　
三
、
五
〇
〇
　
～
　
四
、
O
O
Q
田
口

　
以
後
三
十
分
毎

　
　
一
、
三
五
〇
～
一
、
吾
O
円

凍
結
破
損
メ
i
タ
ー
（
十
三
ミ
リ
）

取
り
替
え
…
…
一
、
吾
O
円

文化設備雪・51り907

へ島建設倉ゆ2201
マ1しカツ風呂店岱512931

島本商店曾・6・2255

エコー設備工業智 44153

日下設備岱5・6778
佐藤設備工業a5・1665

㈲　佐　光曾［512627

協栄工業所費・517342

安
易
に
「
名
繭
」
を
費
す
の
は

　
　
　
　
絶
対
に
や
め
ま
し
・
．
朝
う
〃

白石市公認水道工事店

鈴木設備工業所al612351

薗田管工智1518877

島貫設備店a⑪3280
ミツヤ設備機工麿151334P

東　洋　設　備酋14 4391

臼石モーケー岱5』8511

1申栄設備a・515627

上西産業㈱智・613621

高橋ポニブ店費・6131）98

伊藤商宙曾1512254

「
名
前
を
貸
し
た
ら
、
後
日
代
金
支
　
や
信
販
会
社
と
交
渉
し
で
、
も
、
名
義

払
催
告
状
が
届
い
た
」
な
ど
、
最
近
　
使
用
を
承
諾
し
た
こ
と
も
あ
っ
で
、
、

「
名
義
貸
し
」
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
　
代
金
の
一
部
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
知
へ
や
友
人
な
ど
断
り
に
く
い
関
　
☆
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
最
低

係
に
な
る
人
か
ら
「
絶
対
に
迷
惑
を
　
限
次
の
点
を
心
が
け
ま
し
ょ
ろ

、

か
け
な
い
」
「
名
義
を
借
り
る
だ
け
」
　
①
「
名
義
だ
け
」
「
迷
惑
を
か
け
な
い
」

な
ど
と
言
わ
れ
、
安
易
に
あ
る
い
は
　
　
と
言
わ
れ
て
も
、
は
っ
き
り
断
る
・
、

や
む
な
く
承
知
し
た
と
い
う
ケ
ー
ス
　
②
内
容
を
確
か
め
ず
に
、
書
頂
な
ど

が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
無
断
で
名
前
　
　
に
署
名
や
押
印
を
し
な
い
。

を
便
わ
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
③
ど
ん
な
理
由
が
あ
る
に
せ
よ
、
印

　
こ
の
よ
う
な
場
合
、
「
名
義
を
貸
し
　
　
鑑
な
ど
を
他
人
に
預
け
な
い
。

た
だ
け
」
「
詐
欺
的
で
不
当
」
と
主
張
　
※
　
無
断
で
名
義
を
使
わ
れ
た
場
合

し
て
も
、
そ
れ
を
・
証
明
す
る
こ
と
は
　
は
、
責
任
を
負
う
必
要
が
な
い
の
は

困
難
で
す
、
．
．
そ
の
結
果
、
販
売
業
者
　
当
然
で
、
す
．
、
i
消
費
生
活
相
談
室
ー

　
　
　
鎌
・
先
縄
禦
き

　
い
ま
を
去
る
四
百
年
前
、
白
石
の
　
こ
の
近
！
、
に
あ
っ
た
告
寿
山
安
・
、
王
寺

あ
る
農
夫
が
山
で
仕
事
を
し
て
い
ま
　
の
僧
が
夢
の
中
で
温
泉
の
あ
る
こ
と

し
た
。
の
ど
が
渇
い
た
の
で
沢
に
お
　
を
告
げ
ら
れ
、
山
中
を
探
し
掘
っ
た

り
て
水
を
飲
も
う
と
鎌
で
岩
角
を
つ
　
と
こ
ろ
温
泉
が
湧
き
出
し
ま
し
た
・

い
た
と
こ
ろ
温
泉
が
湧
き
出
し
ま
し
　
こ
れ
に
よ
り
寺
の
名
を
告
夢
山
温
泉

た
。
そ
れ
で
こ
の
温
泉
を
鎌
先
温
泉
　
寺
に
改
め
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
、
温
泉
に
入
る
　
亨
保
十
八
年
秋
の
地
震
で
一
時
湧
出

と
”
病
気
が
た
ち
ど
こ
ろ
に
治
る
ザ
　
し
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
ま
も
な
く

と
評
判
に
な
っ
た
そ
ろ
で
す
。
　
　
　
回
復
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
．
、

　
し
か
し
、
康
正
元
年
秣
の
大
洪
水
　
　
　
　
　
　
　
1
1
刈
田
郡
誌
よ
り
1
1

に
よ
る
山
崩
れ
で
埋
ま
っ
で
、
し
ま
　
●
泉
質
　
塩
頑
泉

い
、
訪
れ
る
人
も
な
！
・
な
り
ま
し
た
。
　
●
効
能
　
神
経
痛
、
リ
ュ
ウ
マ
チ
、

　
そ
の
後
、
天
正
七
年
己
卯
の
年
に
　
　
創
傷
、
胃
腸
病
、
火
傷
な
ど
・

ブ0

㊥
琿
審
㊥
埠

け

z
〆妙

竃
横山エミ子さん（越河

【
材
料
】
　
（
4
人
分
）

　
焼
き
ト
ー
フ
ー
枚
、
大
根
㎜
9
、

人
参
㎜
9
、
ゴ
ボ
ウ
㎜
9
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
2
個
、
干
椎
茸
4
枚
、
コ
ン
ニ

ャ
ク
ー
枚
、
塩
ゆ
で
に
し
た
サ
サ
ギ

豆
％
カ
ッ
プ
、
シ
ョ
ウ
ユ
大
さ
じ
3
、

塩
小
さ
じ
％
、
酒
少
々
、
サ
ラ
ダ
油

大
さ
じ
2

【
作
り
方
】

①
椎
茸
は
水
で
も
ど
し
イ
チ
ョ
ウ
切

　
り
、
ゴ
ボ
ウ
は
小
口
切
り
に
し
水

　
に
入
れ
あ
く
ぬ
き
し
ま
す
。
コ
ン

　
ニ
ャ
ク
は
ー
㎝
角
ぐ
ら
い
に
ち
ぎ

　
り
ゆ
で
て
お
き
ま
す
。

②
大
根
、
人
参
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
イ

　
チ
ョ
ウ
切
り
、
焼
き
ト
ー
フ
は
、

　
野
菜
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
に

　
切
り
ま
す
。

ん
、
－
T

　

・
ノ
　
　
　
、
㌧
ノ
プ

③
鍋
に
油
を
熱
し
①
、
②
を
入
れ
よ

　
く
妙
め
ま
す
。

互
面
）
の
鍋
に
サ
サ
ギ
豆
を
入
れ
、
だ

　
し
汁
は
材
料
が
ひ
た
る
ぐ
ら
い
ま

　
で
加
え
、
シ
ョ
ウ
ユ
、
塩
、
酒
を

　
入
れ
煮
た
っ
て
き
た
ら
ア
ク
を
取

　
り
な
が
ら
煮
こ
み
ま
す
。

（
注
意
す
る
こ
と
）

　
煮
こ
み
ま
す
の
で
塩
は
少
な
め
に

　
し
て
く
だ
さ
い
。
汁
よ
り
実
を
た

　
く
さ
ん
食
べ
る
の
で
水
は
少
な
め

　
に
し
ま
す
。

（
応
用
）

　
塩
漬
の
わ
ら
び
や
ふ
き
な
ど
を
塩

　
抜
き
し
て
使
っ
て
も
お
い
し
い
で
す
。

貯

L
ぐ

ず
か

旺
と
う
ふ
目

　
水
に
つ
け
て
お
い
た
大
豆
を
つ
ぶ

し
、
水
を
加
え
て
加
熱
し
て
「
呉
汁
」

を
つ
く
り
、
こ
れ
を
こ
し
て
「
お
か

ら
」
を
分
離
す
る
と
「
豆
乳
」
が
で

き
ま
す
。
こ
の
豆
乳
に
硫
酸
カ
ル
シ

ウ
ム
な
ど
の
凝
固
剤
を
加
え
て
固
め

た
も
の
が
と
う
ふ
で
す
。

　
原
料
大
豆
の
4
倍
量
程
度
の
と
う

ふ
が
で
き
る
と
い
わ
れ
、
大
豆
の
た

ん
白
質
の
7
0
％
以
上
が
と
う
ふ
に
残

る
の
で
、
と
う
ふ
は
た
ん
自
質
と
脂

肪
に
富
ん
だ
、
消
化
の
よ
い
す
ぐ
れ

た
食
品
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
凝
固
剤
と
し
て
添
加
さ
れ
る
硫

酸
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
の
た
め
に
か
な

り
の
量
の
カ
ル
シ
ウ
ム
を
含
む
こ
と

に
な
り
ま
す
。
　
一
方
ビ
タ
ミ
ン
a
や

糖
質
の
一
部
は
、
と
う
ふ
に
加
工
さ

れ
る
過
程
で
失
わ
れ
、
繊
維
も
ほ
と

ん
ど
除
か
れ
て
い
ま
す
。

　
ふ
つ
う
の
と
う
ふ
は
細
菌
に
汚
染

さ
れ
や
す
く
、
洗
浄
が
で
き
な
い
の

で
鮮
度
、
取
扱
い
、
温
度
管
理
な
ど

に
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

と
う
ふ
を
材
料
と
し
て
油
揚
げ
、
厚

揚
げ
、
が
ん
も
ど
き
な
ど
が
つ
く
ら

れ
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
油
で
揚
げ
た
．

り
、
野
菜
や
種
実
類
を
加
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
と
う
ふ
の
淡
白
で
単
調

な
昧
を
補
っ
て
い
ま
す
。

　　『＿墨ゼ

諏づラ㌃随

1賦魂霧◇

消費生活モニター調査結果
調査日：昭和61年11月1日

　備　 考

上昇品目：サラダ

油、小麦粉、食パ

ン、重油

下降品目：砂糖、し

よう油、マーガリ

ン、ノ｛ター、牛手L、

灯
ソ

　
ガ

料
一

ト
　
ラ

ン
　
　
ユ

ネ
ギ

マ
　
レ

一マ
　

由

リン

横ばい品目1ティ

ソシュ♂く一ノマー，；ラ

ツプ、プロパンガ

ス、カレーライス、

理髪料，中土油

対前月価格比

△0，7％

△4．1

　0．8
　0．5

　1．3
△2．5
△0．9

△1．S

△0．2
△10．0

△11．0

△0．9

1．7

筋月平均価格

　　　　275円

　　　　269

　　　　393

　　　　221

　　　　150

　　　　204

　　　　231

　　　　389

　　　　150

　　　　211

　　4，736

　　　　457

　　1，600

　　5，410

　　　　998

　　1．026

　　　　117

　　　　　78

　　　　　60

平　均　値

　　　273円

　　　258

　　　396

　　　222
O
自51

　　199

　　229

　　382

　　150

　　211

4，736

　　457

1，600

5，400

　　898

　　913

　　116

　　　78

　　　61

最　低　値

　　　　258円

　　　　178

　　　　335

　　　　188

　　　　150

　　　　188

　　　　198

　　　　328

　　　　1！8

　　　　150

　　4，450

　　　　450

　　1，500

　　5，000

　　　　800

　　　　810

　　　　1工5

　　　　　72

　　　　　60

価高最

　288円

　300

　445

　240
　　170

　230

　260

　410
　　180

　248
5，070

　500
1，700

6，000

1，130

1，150

　　118

　　93

　　65

　　　銘柄・規格

上　白　糖　　　　1kg

上級濃ロポリ容器入り14

ポリ容器入り　　　7009

薄　力　粉　　　　1kg

並　　　食　　　　1袋

ソフトカルトン入り2259

紙容器入り　　　1，000cc

カルトン入り　　　2259

400枚　紙箱入り

幅30em・長さ20m

lO㎡（気体）

並　　食　　一　　皿
小学生調髪〔洗髪を含む）

コールド（ショートカソト）

（店頭価格　　184）

（配達料込み　184）

1召　　　現　　　　金

1ぎ　　　現　　　　金

1ぞ　　　現　　　　金

品　名
1，砂　 糖

2．しょう油

3．サラダ油

4，小麦粉
5，食パン
6。マーガリン

7．牛　 乳

8．バター
一

一
－
、Fユ

、
？
／

ボ曽
丁9

10．ラ　ソ　プ

1Lプロパンガス

12，カレーライス

13．理　髪　料

料ト、
ず
！

・
不マ一パ↓

4
．1

油i5．灯

、
〆

リリ
「ガ幽

一
フユキレ砿1

油

油重

17，軽

18．A

〃



□
副
、
、
厨

環
境
美
化
に
四
十
年

鎌
　
田

格
治
氏
（
7
9
歳
）

▽
白
石
市
字
中
町
2
6

　
去
る
十
一
月
［
日
の
白
石
市
各
種
功
労
者
表
彰
式
に
お
い
て
、

日
用
家
庭
用
品
卸
業
・
鎌
田
格
治
さ
ん
が
多
年
の
環
境
美
化
の

功
績
に
よ
っ
て
「
篤
行
者
」
の
一
人
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
敗
戦
の
疲
弊
と
柳
町
の
大

火
、
天
然
痘
の
流
行
、
食
糧

の
遅
配
な
ど
騒
然
と
し
で
、
い

た
昭
和
二
十
一
年
、
「
美
し
い

花
を
見
れ
ば
、
み
ん
な
の
心

も
和
や
か
に
な
る
だ
ろ
う
」

と
趣
味
で
育
て
て
い
た
ダ
リ

ヤ
を
白
石
駅
の
ホ
ー
ム
に
そ

っ
て
植
え
た
と
こ
ろ
、
み
ん

、
玉
　
　
1

概
嚇

球

な
に
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
以
来
四
十
年
間
に
わ
た
っ
で
、

市
内
の
各
所
に
バ
ラ
、
ヤ
マ
ブ
キ
、

ア
ジ
サ
イ
、
菊
な
ど
の
花
木
を
植
え

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
駅
構
内
の
花
々
は
、
蔵
王
連
峰
を

背
景
と
し
て
乗
降
客
は
も
ち
ろ
ん
、
列

車
の
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
、
駅
前
通

り
の
専
念
寺
境
内
に
バ
ラ
を
植
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
沢
端
川
南
側
土

　
　
　
　
　
　
　
　
手
、
神
石
し
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
い
し
の
周
囲
、

　
　
　
　
　
　
　
　
神
明
杜
境
内
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ジ
サ
，
1
や
ヤ

麟』拶

マ
ブ
キ
を
植
え

て
、
み
ん
な
の

目
を
楽
し
ま
せ

で
、
い
ま
す
。
．

「
鯉
と
の
ふ
れ

あ
い
の
道
」
と

し
て
市
が
整
備
を
進
め
て
い
る
沢
端

川
ぞ
い
に
咲
き
そ
ろ
っ
た
ア
ジ
サ
イ

は
、
花
の
咲
い
て
い
る
期
問
も
長
！
、
、

川
面
に
映
る
ア
ジ
サ
で
の
す
が
す
が

し
い
姿
は
、
白
石
を
訪
れ
る
人
び
と

に
城
下
町
白
石
の
水
の
豊
か
さ
と
、

水
の
美
し
さ
を
さ
ら
に
強
く
印
象
づ

け
て
い
ま
す
．
、

「
花
を
見
て
機
嫌
の
悪
く
な
る
入
は

い
な
い
と
思
い
ま
す
．
）
で
き
る
だ
け

大
勢
の
人
た
ち
に
見
て
喜
こ
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」

「
今
で
は
三
日
お
き
ぐ
ら
い
に
市
内

を
ひ
と
め
ぐ
り
し
、
水
や
肥
料
を
や

っ
た
り
、
雑
草
を
む
し
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
自
分
の
健
康
管
理

に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
健
康
の
続

！
、
限
り
続
け
で
、
い
き
ま
す
よ
」
と
鎌

田
さ
ん
．
、
、

　
忙
が
し
い
家
業
の
か
た
わ
ら
独
力

で
た
く
さ
ん
の
花
木
を
植
え
続
け
、

こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
花
†
を
植
え
で
、

生
活
環
境
を
美
化
し
て
い
き
た
い
そ
、

う
で
す
．
り

　
去
る
十
一
月
一
日
に
行
な
わ
れ
た

白
石
市
各
種
功
労
者
表
彰
式
に
お
い

て
、
長
年
の
芦
椀
美
化
の
功
績
に
よ

り
篤
行
者
と
し
で
．
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
美
し
い
花
を
い
つ
ま

で
も
咲
か
せ
続
け
て
く
だ
さ
い
。

　
江
戸
時
代
は
大
名
家
の
お
富
騒
弥

は
珍
し
い
こ
と
で
な
ミ
、
そ
れ
が
も

と
で
家
名
取
り
つ
ぶ
し
で
々
夕
く
の
家

臣
が
浪
人
に
な
っ
た
例
も
多
い
．
、
．
ま

た
、
小
説
や
演
劇
の
好
材
料
と
な
り
、

興
味
半
分
に
面
自
ー
あ
つ
か
わ
れ
た
。

黒
田
騒
動
・
加
賀
騒
動
・
伊
達
騒
動

な
ど
特
に
有
名
で
、
あ
る
．
．
こ
れ
ら
の

騒
動
の
も
と
は
、
勲
幼
少
の
主
君
を

か
つ
い
で
の
重
臣
達
の
権
力
争
い
、

9
主
君
の
跡
目
相

続
を
め
ぐ
っ
て
正

室
側
と
側
室
派
の

陰
湿
な
女
の
争
い
、

a
政
策
の
対
立
を

め
ぐ
っ
て
の
派
閥

争
い
、
の
三
つ
に

し
ぼ
ら
れ
る
．
り
わ

が
片
倉
家
は
大
名

で
は
な
い
が
、
万

石
以
上
の
大
家
だ

け
に
お
家
騒
動
に

似
た
騒
ぎ
が
あ
っ

た
。禄

四
年
二
六
九
一

｝
ア

㍉
と

」
乱

｝
〕
h

　
』
ノ
ト

藩
主
綱
村
は
学
問
・
仏
教
を
臭
励
し

た
が
、
ヒ
ス
テ
リ
ッ
プ
な
独
裁
者
だ
．

っ
た
。
村
長
は
彼
に
迎
台
し
た
政
治

を
行
っ
た
の
で
弱
体
な
片
會
家
の
財

政
は
破
縮
に
追
い
こ
ま
れ
た
。
死
後
、

財
政
立
で
、
直
し
を
め
学
っ
て
重
臣
達

が
責
任
の
な
す
り
含
い
を
は
じ
め
、

あ
げ
く
の
果
て
繕
着
を
藩
評
定
所
に

も
ち
こ
ん
だ
．
、
元
禄
十
一
年
十
一
月

裁
定
が
下
り
、
関
係
者
は
流
罪
・
追
放

　
　
　
　
　
　
　
な
ど
き
ぴ
し
い
処

　
　
　
　
　
　
　
分
と
な
っ
た
。
村

（
2
0
）

　
　
四
代
目
村
長
か
二
十
六
茂
で
、
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
十
二
月
死
去
、

そ
の
後
嗣
（
あ
と
つ
ぎ
）
村
休
が
へ
歳

で
相
続
し
た
。
そ
こ
で
母
方
の
叔
父

訟
前
為
広
が
後
見
人
に
な
っ
た
が
、

波
も
半
年
後
急
病
で
死
ん
だ
．
”

そ
こ

で
、
幼
吾
口
を
め
、
・
、
「
て
重
臣
が
二
派
に

分
か
れ
て
争
い
が
起
二
り
た
。
原
因

は
先
代
村
長
の
遺
し
た
赤
字
け
政
の

始
末
で
あ
る
。
村
長
か
仕
え
た
四
代

片倉家のお家騒動

休
も
家
中
不
取
締

り
で
臼
石
城
召
上

げ
の
と
こ
ろ
先
祖

の
功
績
で
謹
慎
で

す
ん
だ
。
こ
の
騒

動
は
実
務
担
当
の

柴
三
太
夫
と
村
長

時
代
の
家
老
渋
谷

真
親
一
派
と
古

く
か
ら
の
舟
阻
家

皐
唱
の
対
ウ
一
で
妥
の
つ

た
、
．
三
太
夫
の
祖
父
重
右
工
門
は
上

方
浪
入
で
二
代
重
長
に
懇
望
さ
　
て

当
家
に
仕
官
し
た
・
柴
氏
は
新
参
者

だ
が
二
代
目
の
勘
介
そ
の
子
三
太
央

と
も
み
な
き
れ
者
だ
っ
た
、
古
参
の

家
老
家
の
本
沢
平
左
工
門
、
紺
野
九

郎
右
工
門
ら
、
は
彼
ら
の
敏
腕
を
姫
妬

し
排
斥
を
企
て
た
。
片
倉
氏
が
臼
石

か
ら
．
去
る
危
険
を
は
ら
ん
だ
二
幕
だ

っ
た
一
．
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）

ゴ2

イ
ド
ル

わが家のア
舗
議
鵠
罷
驕
矯
．
　
　
　
　
　
　
，
鳩
．

　　　　1、蘇

「かさじぞう」

さとう　はるふみ（越河小2年）

ヲ』＝
－
・

二
酎
一

一
、

嘉紳警1㌧擁

　　　「窓から見た風景」

　　　高橋　さゆり（小原小5年）

市
民
文
芸

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
入
三
首
、
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
総
務
課
総
務
係
へ
臼
石
市

字
桜
小
路
3
5
）
へ
。
短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

歌
　
　
壇

退
院
の
問
近
き
夫
を
看
取
り
つ
つ
窓
辺
に
夕
雲
の
流

れ
み
て
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

秋
風
の
わ
た
り
て
芒
穂
ゆ
る
る
道
古
都
に
出
で
発
つ

夫
を
見
送
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
岡
ゆ
う
子

娘
の
話
に
聞
き
入
る
だ
け
の
母
な
れ
ど
晴
々
と
し
て

娘
は
戻
り
行
（
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

虫
の
声
聞
き
つ
つ
稼
の
帰
り
侍
つ
厨
事
終
え
安
す
ら

ぎ
乍
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

蔵
王
峯
に
秋
雲
の
流
れ
速
く
し
て
み
ず
う
み
の
藍
濃

く
変
り
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

枯
れ
果
て
し
雑
草
の
中
に
色
冴
え
で
、
野
菊
は
風
に
ゆ

れ
や
ま
ざ
り
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
久
子

く
ち
な
し
の
ほ
の
か
に
香
る
公
園
は
小
雨
に
け
ぶ
り

人
影
の
な
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
友
　
信
子

空
高
く
車
窓
に
眺
む
何
庭
に
も
限
に
際
立
ち
で
、
コ
ス

モ
ス
の
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

年
金
を
受
け
初
め
た
り
と
口
い
ち
に
語
る
学
友
ら
に

残
る
幼
な
顔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

へ
を
恋
ゆ
子
馬
愛
ら
し
撫
で
ら
れ
て
秋
草
や
れ
ば
喜

び
て
喰
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
和
歌
子

　
　
　
　
「
評
」
退
院
の
日
も
問
近
で
あ
る
、
夫
の
看
病
に
励

　
　
　
ん
で
来
た
作
者
は
病
院
の
窓
辺
に
寄
り
揮
き
な
が
ら

　
　
　
｝
侃
れ
て
ゆ
，
・
夕
雲
を
安
堵
し
て
み
つ
め
て
い
る
。
鼠
友

　
　
　
情
の
こ
も
っ
た
幣
品
。
二
首
目
、
秋
の
京
郡
に
旅
す

　
　
　
る
夫
を
芒
穂
の
ゆ
れ
る
道
に
無
事
の
帰
り
を
祈
り
な

　
　
　
ガ
ら
見
送
る
、
妻
の
心
情
が
美
し
い
、
．
三
首
目
、

　
　
　
嫁
い
だ
娘
の
話
を
視
身
に
な
っ
て
聞
い
て
や
る
母
親

　
　
　
の
愛
情
、
「
晴
々
と
し
て
娘
は
再
1
ー
、
、
」
に
す
「
へ
て

　
　
　
が
こ
め
ら
れ
て
居
る
。
四
首
目
、
嫁
に
対
す
る
姑
の

　
　
　
．
病
情
．
．
歌
の
恨
底
、
に
流
れ
る
十
、
切
な
も
の
は
や
は
り

　
　
　
憂
」
煮
．
の
書
碧
な
い
．
皿
股
兵
三
選

俳
　
　
壇

秋
草
や
忘
れ
ら
れ
い
る
無
縁
墓
　
　
　
日
下
　
　
文

　
　
　
　
（
評
）
無
縁
佛
は
だ
一
ん
だ
ん
忘
れ
ら
れ
で
、
ゆ
，
・
の
だ

　
　
　
が
、
争
年
も
秋
草
が
皿
面
に
．
翼
し
、
、
咲
い
て
い
る
。

　
　
　
淋
し
い
古
び
ゆ
・
、
墓
で
あ
る

稲
刈
女
乳
ふ
く
ま
せ
て
憩
い
を
り
　
　
山
家
　
弘
子

　
　
　
　
（
評
｝
稲
刈
り
さ
中
で
は
あ
る
か
、
乳
呑
子
が
と
ど
け

　
　
　
ら
れ
た
。
休
憩
を
し
っ
つ
乳
を
ふ
く
ま
せ
て
い
る

　
　
　
昔
い
稲
刈
り
女
。

ブ
ラ
ウ
ス
の
ボ
タ
ン
に
し
よ
か
吾
亦
紅
　
青
木
　
良
子

　
　
　
　
｛
評
｝
コ
ワ
ウ
ス
の
胸
の
ボ
ダ
）
に
し
て
の
飾
が
よ

　
　
　
い
の
で
あ
ろ
う
，
ふ
と
そ
の
様
に
考
え
て
い
る
．
．
吾

　
　
　
亦
紅
の
咲
く
庭
が
近
く
で
あ
る
、
．

滝
を
背
に
濃
ゆ
き
紅
葉
や
不
動
．
尊
　
　
草
野
　
美
沙

残
照
に
蔵
王
紅
葉
の
色
深
し
　
　
　
　
鈴
木
　
民
子

遠
目
に
も
紅
葉
の
死
え
て
ゐ
る
蔵
王
　
阿
部
み
さ
子

蔵
王
山
黄
に
暮
れ
な
づ
む
冬
を
行
・
、
佐
．
群
　
周
子

コ
ス
モ
ス
や
思
い
出
あ
り
き
少
年
期
　
勅
使
瓦
令
造

秋
の
山
晴
れ
高
ら
か
に
朗
吟
す
　
　
　
高
橋
和
歌
子

嬬
恋
の
悲
話
を
残
せ
し
キ
ャ
ベ
ツ
畑
　
石
沢
　
敏
子

　
　
　
◎
十
二
月
は
二
十
八
日
中
央
公
民
、
館
で
、
行
い
ま
†
．
、

　
　
　
題
、
師
走
、
火
事
、
冬
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
貞
二
選

ノ3
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墜壁誉論．

　給料や報酬、利子、配当などの

支払者は、その支払先ごとに支払

金額や源泉徴収税額なと凌記載し

た「報酬、料金、契約金及び賞金

の支払調書」などの支払調書を税

務署に提出することになっていま

すQ

　提出期限は、利子や配当などの

1部を除き、翌年の1月31日とな

っています。

　支払調書は期限内に提出し、まし

ょう。

　なお、詳しくは税務相談室や税

務署へどうぞ！

塵雲繊轟暑』
　我が国は、納税者が自ら税法に

従って自分の所得と税額を正しく

計算し、申告して納税する「申告

納税制度」を採っています。

　それだけに、納税者のみなさん

1人ひとりが税の役割を正しく理

解し、納税は市民社会を支えるた

めにみんなが守るべきルールであ

るとの意識の下に、申告納税制度

を自分たちのものとして育てて行

く必要があります。

　税務署では、申告納税制度の基

本である「正しい申告と納税」の

ために、広報、相談、指導、調査

を通じ、正しい税知識の普及や税

負担の公平確保に努めるとともに、

地方公共団体、税理士会、関係民

間団体等との連携を推進し、申告

納税制度の定着に努めています。

騙県営住宅入居者募集
◇臼石寿山住宅

レ所在地　白石市緑が丘2番

〉募集戸数　18戸（3DK）

〉家賃　月額13，600円～15，800円

〉受付期間　　12月10日～12月20日

＞申し込み　市役所建設課住宅係

響1弓の各種讃習受講看募集
〈技能向上課程＞

・溶接技術検定試験予備講習（専

　門級受験コース　1月28日・29日

・自動車整備士認定試験予備講習

　（3級）　　　1月12日～28日

　（2級）　1月30日～2月16日

。マイカー点検整備1月17日・18日

・高圧電気工事技術講座

　　　　　　　　1月20日～29日

。パーソナルコンビューター

　　　　　　1月13日～2月3日

・透視図法入門　　　1月～3月

・木彫（初級・中級）

　　　　　　1月13日～2月3日

※詳しくは、宮城技能開発センタ

ー開発援助課瑠022－362－2253・225套

へお問い合わせください。

：魍甫営住　フ「居省募集

【募集戸数1

緑が丘　10戸（3DKl

新館　8戸（3DKl

寿山6戸（3DK、1戸建〉
小下倉　1戸（3D　K）

【家賃1

緑が丘　月額14，500円～16，500円

新館月額6，81）0円～12，600円

寿山月額3，50〔）円～5，200円

小下倉　月額2，800円

【受付期間】随時1ただし、寿山

1戸建〈4戸＞は12月10日～12月

18日まで〉

【申し込み】市役所建設課住宅係

翻つと．お昂1白銀の泉ヶ岳に

　あなたもスキーがうまくなる！

》期日111昭62・1月30日宙～2月1日1021自3日

　　　121昭62・2月6日唾卜2月8日岨12泊3EI

＞対象高校生以上の成人　各11）0名

＞経費5，200円喰費指剰～’保険f4酬代 ”

　詳しくは宮城県泉が丘青年の家剛22一漁一2311

　〒981－32泉市福岡字岳山9の6

題白石ママクラツ会員募集
　9人制バレーボールで“いい汗”

1充しましょう！ノ

　練習日：毎週火・金曜日19時～2玉時

　場　所：白石中学校体育館

　申込みは、高子宅費5－5070へ。

1　　　　働く婦人の家∞　
，編’”じハヌ

：　　お稟子つ・、り教室

1〉日時　12月18日（木19130～12：00

iレ場所　働く婦人の家

1レ定員　25名（受付順）

＞受講料　無料

！レ材料費　実費個入負担

レ申込み締切り　12月15日（月〉まで

たばこは

市内で買いましょう！ノ

I
I鰯おせち掃理教璽
1＞日時　12月21日旧）9：30～12：00
1〉場所働「1婦人の家

レ定員　30名1受付順）

プ5

〉受講料　無料

〉材料費　実費個人負担

〉申込み締切り　12月18日休ぽで

躍 β正月花教室
＞日時　12月24日（小）9：30～12：00

＞場所働1婦入の家
レ定員　15名

レ受講料　無料

レ花材費　実費個人負担

レ申込み締切り　12月20日1土1まで

※詳しくは、働く婦人の家豊5－5095

へどうぞ。

年末年始の業務
　　市役所の年末年始の一般事務は、

　12月28日〔ED～1月4日旧1まで休み

　となります。ただし、一部の事務

　は次の日程により事務の取扱1，、を

　いたしますが、できるだけ27日1．D

　の午前中に用事を済まされるよう

　ご協力1ださい。

　　殉緒了罵課ぞ蘭

　　出生届、死亡届は年末年始でも

　　受付いたします 、

　キ痴叶課窓口・七十七銀行

　　稲役所漂出靴
　　　〔税金・手数料等の収納事務〕

　　12月27日吐1午前中

・　12月28日（日1～1月4日旧｝は休み

　　ますこ，

　　市内の金融機関をご利用のとき

　　は、29日1即、30日（湘、31日（加に

　　お願いします。

　☆市立図書館

12月27日1土1～1月5日（月）まで休館。

　　ε一，ヨ

12月28日（日1～1月4日旧ぽで1休館。

，ゴ愚石衛生t一　ツー一

年末年始の「ごみ・し尿収集」

は12月31日1水1から翌年1月4日

（日｝までf木業します。　1月5日（月）

から平常どおり、ごみ・し尿収

集を行いますのでご協力をお願

　いいたします。

　〔ごみの取扱いについて〕

11112月29日（月）は月曜日コース、

　30日（火1は火曜日コースの収集

　　を行います。

131ごみを出す場台は、よく水切

　　りをし、指定された容器（ポ

　　リ容器、ごみ袋）で出して1

　だきい。

ゆ焼却場へのごみの持込みは12

　月29日（月ぽで受付けます。

日程
　　〔し尿の汲取りについて〕

　111年内汲取り業務は、12月30日

　　（湘まで行いますが、配車の都

　　合で年内中に汲取りできなく

　　なる場含もありますのでお早

　　めにお申し込みください。

　（2）汲取り申込みの方は汲取り券

　　　を用意してから行い、未回収

　　にならないようご協力願いま

　　す。

渋・三ニユ刈調1げ毒ノ碕！雫

　〔年末年始の休診のお知らせ〕

月　日

12月

　27日出

　28日（日）

　29日㈲

　30日輿

　31日伽

午前

休診

午後

↓
小
木
木

月　日

1月

　1日内

　2日働

　3日出

　4日旧1

　5日㈲

　6日㈹

午前1午後

休診　休診

ゆト列当番医1

休診

診療 休言／

診原

詳細については刈田綜合病院四5－2145へ

公民館だより
☆成，へ、式にご参加くたさ1，ψ

　新成入になられた方がたの第二

の人生の出 発を祝1．、成入式を行

いますのでご出席ください。

〉文寸象：日召禾041年4月2日から日召和

　42年4月1日までに生まれた方

〉日時1昭和62年1月15日10時～

〉会場：白石市中央公民館大ホー∫レ

該当する方には後日案内状をさし

あけます，，

　成人式には簡素な服装で

　　参加しましょう〃

　　　○　　　図

禽12月の特葉コーナー
　寒きにそなえて暖かく元気に過

ごす暮らしの工夫、あれこれと忙

しい年末年始の家事にお役に立つ

本をそろえてみました 、

。年賀状づくりの本　・礼儀作法

。おつきあいの本　・お正月料理

・整理収納の本　・冬のスポーツ

・楽しい遊びの本　。健康管理

　など、さまざまです。、

　ご家族おそろいで

　　　　　　ご利用くだきい！ノ

書館　　　○
　　》ゼ手う乱り絵家俘品展矛碧

　　　子どもの成長記録を絵本にした

　　ものや白石地方の民話・伝説、家

　　族で伸良く合f乍した絵本など楽し

　　い1乍品の数々を展示します。

　　　おそろいでお出かけくださ1、・。

　　》期間　12月11日（木1～12月13日（土）

　　＞会場　図書館中央ホール

　　＞展示作品　手づくり絵本30数点、

　　　絵本づくりの参考になる本など。

図書館盈6－3004
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圏正月向けかるた教室　日時12月毎月曜日午後7時～9時　場所白石市中央公民館
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　　国民年金l
l争　，i‘う納ポ・モ1引・』

　　　　　　　・丁じ ㌧『・．カ　F

　今月は1年のしめく1りの月で

す。国民年金保険料の納め忘れが

ないか、いま一度お確かめ1ださい。

　国民年金には、将来、老齢になっ

たときの老齢基礎年金をはじめ、

不慮の事故にあったときの障害基

礎年金や遺族基礎年金という給付

がありますが、それぞれ一定の期

間、保険料を納めていることが条

件となっています。国民年金に加

入はしていても、保険料の納め忘

れがあったり、長い期間未納のま

まにしておきますと、何の年金も

受けられない場合がありますので

注意が必要です。

　国民年金は、働1若い世代の方

々が納める保険料によって、お年

寄り世代の年金を支えている制度

です。

　これからの高齢化社会にむけて、

私たちの生活に年金は欠くことの

できない大切なものです。自分自

身の年金を確かなものとするため

に、保険料は納付期限内に納めま

しょう⊂，

　詳1、（は、市役所市民課国民年

金係へお間い台わせ1ださt，』。

直輩鞭痢

　ぎ『虞門P下塗毫、高

　　　　拷肩4覇＾lf）日

　世界人権宣言が採択されて、こ

としで38周年を迎えます。

　これにちなみ法務省と全国入権

擁護委員会が共催し、12月4日か

ら10日までを「第38回入権週間」

と1、て、各地で人権意識高揚のた

めの活動を行うことになりました。

　当市では、仙台法務局大河原支

局と大河原人権擁護委員協議会の

共催により、次により無料人権相

談所が開設されます。

　人権問題についてお困りの方は

ぜひご相談ください。

〉日時　昭和61年12月1日～5日

　　　　午前10時～午後3時

〉場所　市役所市民課相談室

〉担当者　地元入権擁護委員、法

　　　　　務局職員

＝人権週間相談日及び担当委員＝

月　日

1淵1日
日ウ

臼

3日

’τ百

5日

躍日

月

火

ガ

木

金

担当委員氏名

小岩庄一
山崎俊男
佐藤一時
渡辺郁世
佐藤俊彦

霜互聖　f
レ目時　　昭和62年1月6日佛午前1！時

》場所　自石蔵王・㍑スホテ1し

レ会費　2，01）0円

》申し込み　昭和61年12月20日吐1

　まで（名導作成のため厳守）市役

ノ7

　泊酊宿　　　隔7旨ゴ，
　弓1〒∵一罐、ノ）副引¢つ1、、7

　これまでは、下肢または体幹不

自由者が足代わりとして自ら運転

する場含に、有料道路の通行料金

の割引が適用されていましたが、

昭和61年12月1日から上肢機能障

害者11～6級1の方と，認められ

ることになりました、

　該当する方は、福祉事務所から

割引証の交付を受けてください。

》持参するもの　身体障害者手帳、

　印鑑、車検証、運転免許証

　詳し1は、福祉事務所福祉係恐

5－2111〔内線155）までどうぞ。

　遇1義，蓼η統副令の

　　　　　　汀止硝ついて

　地代家賃統制令が、昭和61年12

月31日をもって廃止きれることに

なりました。統制令は、昭和25年

7月11）日以前に建築された延へ面

積99㎡（30坪）以下の住宅及びその

敷地の地代・家賃の額を規制して

きましたが、今・日では住宅事情も

改善され、統制を継続していく必

要性が失われてきていることから、

本年末をもって廃止される二とと

なったものですo

　統制対象の借地・借家にっいて

は、統制令の廃止後も従来の借地・

借家契約はそのまま存続すること

はもちろんです。また、地代家賃

も統制令の廃止によってすぐさま

引き上げてもよいものではありま

せん。その階地階家の状況等をふ

まえて当事者間の話台いによって

定められるべきものとなります、，

　詳しくは、市役所建設課岱5－21

11〔内線蹴、242）へどうそ。

　ぢコ
じ巨　㌧桑

　所秘書企画課僧5－21！11内線：1211）

　または市役所各事務連胎所へ身

　費を添えてお申1．込み1ださい。

※なお，申込み用紙は各行政区：

とに回覧しますのて＿利用：だきい・

税 務

　☆口座振替とは

　　金融機関があなたにかわって、

　納期限までにご指定の預金口座か

　ら自動的に払い込む制度です。

　☆こんなに便利です

　○各納期ごとに支む，いに1テく手間

　　力ぐ省けますQ

　O納め忘れや、重複納付が省けま

　　す。特に忙しい方、不在がちの

　　方には便利です。

　☆手続きは簡単です

　Q口座振替依頼書、納付届（金融

略　機関の窓口に設置）に必要事項

　　を記入し、預金口座にご使用の

　　印霊監を才甲すだけ。

　○手続きは一度だけ、取り消しを

　　されるまで毎年自動的に継続さ

　　れます。

　D郵便局では取ぴ）扱っていません

　　ので、ご注意1ださい。

争坤とc㍉な、、＿ら』下

　昭和6（1年にオープ）したばかり、

設備もまだ真新しい七ヶ宿スキー

場。街道の町七ヶ宿町峠田岳の北

西斜面にリフト5基（うちペアリ

フト4基｝、簡易リフト、ナイター

施設、しストヘウス、1，200台収容

の犬駐車場などを完備した本格的

なスキー場です。

　二と1、はペアリフトの増設やコ

ースも新しく整備され、初級者か

ら上級者まで幅広・1楽しめます。

　詳1、1は、町営蔵王七ヶ宿スキ

ー場厭02243－7－3111または七テ宿

町役場建設観光課雪02243－7－2111

、と竹そ．

　市は、特に年末にあたり、毎年

12月いっばいを市県民税、固定資

産税、国民健康保険税等の納税強

調運動月間と定めてみなきんに納

税方をお願い1．ております。

　もう一度、お手元の納付書を確

出
、

ノノ　　ー1朔－

　昭和62年4月1日から自石市保

育園に入所する幼児を次により受

けf寸け’ます。

＞保育園とは

　　家庭の都含によn幼児の面倒

　をみられない（保育に欠ける〉

　場合に親に代わって幼児を保育

　する児童福祉施設です。

レ保育園入所条件

　（11母親が外で働いている

　（2）母親が家庭内で家事以外の仕

　　事（内職・自営業）をしている。

　〔31母親がいない（父子家庭）

　〔4〉母親の出産・病気・心身に障

　　害がある。

　（5）母親が病へや心身障害者（児）

　　の世話をしている。

　16）その他どうしても幼児を保育

　　できない事情がある。

〉保育園入所定数

　　東保育園　　　　　90名

　西保育園

　南保育園

　北保育園

　越河保育園

　深谷保育園

　小原保育園

　　自川保育園

　大鷹沢保育園

＞申し込み期間

名
名
名
名
名
名
名
名

0
0
0
0
0
0
0
0

9
2
6
6
6
4
6
4

　
1

かめて、税金（D納期内納付をお願

いいたします。

　昭和62年1月5日（月〉～1月24日

（土ぽで。（受付時間　平日8：30

　～17：00、土曜日8：30～12：00）

レ申し込み場所

　白石市社会福祉事務所保育係

　越河・深谷・小原・白川・大鷹

　沢の方は、各保育園でも受け付

　けます。

レ保育料

　児童福祉法の規定により、それ

　ぞれの家庭の前年の課税状況に

　よって決められます、、

＞申し込み方法・必要書類

　「入所申請書」と次の書類が必要

　です。

11）源泉徴収票（給与所得者）

〔2）就業証明（母親力働いている

　場合）・内職証明（内職の場含）

〔3農業証明（農業従事者）・自営

　　業証明（自営業従事者）

　いずれの場合も民生児童委員の

証明が必要です。

＞その他

　入所申請書は12月10日から社会

　福祉事務所（越河・深谷・小原・

　白川・大鷹沢各保育園）におい

　て配布します。

牽詳し・1は社会・福祉事務所保育係

餐5－2111内線149へお問いあわ

　せください

　　　みやぎ蔵王白石スキー場開き

12月20日土1午前11時　　リフト無料、乗り放題です！

イメージー新の白石スキー場で初滑りを楽しみましょう！

プ6
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カメラ・ニユrス

騙

’蟹

『’　　　』㎏

大鷹沢中「若林祭」開かる

　去る11月15日、関中・臼中・地
元の高齢者などを招待し、テーマ
「創造」のもと各種作品展示や、台

唱・劇・団七おどり・ピアノ演奏
などが1テわれました。その後、干

葉先生の体操ショーがあり、館内

はハラハラ・ドキドキ………。

轄『r卜¶㍗一『酌

　　　祝 　　“細盲

1　、　　般・靹鞠
鞭
錯「『饗♂『ワ・耀

礪難鐸，P蟹f養．曝

　　第10回白石市農業祭
　11月8・9日、市内各会場におい
て、書写・絵画などの展示、野菜・

果物・各種物産・登別市の特産物・

不用品の即売などが行われました。

特別企画ヘリコプター遊覧や脱ス
ヘfクフェアーも併催され、市民
の興昧をひきました。

　　　　　　　　　　瓢漂翻
顎・：繭

欄懸騰評蜘
　コミュニティ助成備品が寄贈

　このほど自主防災組織の育成の
ため、榊自治総合センターから白
石市婦人防火クラフ連合会にビデ
ォ、消火器などの機材がコミュニ
ティ助成備品として贈られました。

この助成事業には、宝くじの還元
金が有効に運用されています。

il．

休日急患当番医
月　日

！2／7

14

21

28

内 科

柿崎医院15）2210

亘理医院15）850！

刈田病院1512145

大沼医院15）2502

外 科

刈田病院駒2145
銭谷医院（512010

刈田病院1512145

宮城医院〔512062
※都合により変更になる場合もあります。

定例　相 談
　　　（12月分）

相談区分

市長相談

入権擁護
相　　談

行政相談

生活相談

社会保険
相　　談

税務相談

消費生活
相　　談

補聴器巡回

サービス

婦人相談

無料法律
相　　談

身障者
相　　談

日火
火

一
三
口

目†

15

15

15

！5

5・25

15

15

　
　
金

15

週
泳

　
毎
月

リオン

12・25

ニホン

　19

15

！5

10

時間

10100～

　12二〇〇

10：00～

　15100

10：00～

　15：00

10：00～

　15100
10：00～

　12100

9＝30～

　15：00

10：30～

　15：00

10：00～

　15100

13100～

　14：00
10＝00～

　11：00

10100～

　15100

10100～

　15＝00

10：00～

　15：00

場　　所

白石市役所
1階市民室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室

同　　上

白石市役所1階
消費生活相談室

白石市没所3階

第3会議室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所1階
消費生活相談室

福祉事務所

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所4階

第4会議室
白石市役所3階

第3会議室
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内　　容

市行政に対する質問、

要望等について、川

井市長が直接相談に
応じます。

結婚、離婚、遺産相

続、借地借家、雇用

差別待遇問題等

国や県、市など役所

の行う仕事について

困っていることや希

望等

市民の日常生活上の

困りごと

健康保険、船員保険、

厚生年金など

相続や贈与、土地売

買に関する税金、法

人の税金などの相談

買物苦情、消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

家庭内の人間関係や

異性との間題等で悩

んでいる女性の方

法律についての困り
ごと

身体障害者薄弱者の

生活、職業、結婚等
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